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ブラウニングを介してみるハーン（２） 
 
                          伊野家 伸一   
 
Ⅰ 
 
 拙稿「ブラウニングを介してみるハーン（１）」では、ハーン（Lafcadio Hearn）の“Studies 
in Browning”On Poets（1941） における前半部分“Ivàn Ivànovitch”迄に焦点をあて、そ
こにおいてブラウニング（Robert Browning）の作品紹介をハーンが行ってゆく際の配列と解
説から、ハーンについて如何なる面が見受けられるかについて考察した。そして、そこから「ハ
ーンはキリスト教に対して批判的、懐疑的であるといわれるが、必ずしもそうとばかりもいえ
ないのではないか」との私見を示した。今回は“Studies in Browning”後半部分として“Abt 
Volger”以降に目を向けてみることにしたい。 
 ハーンとブラウニングについては、昭和 51 年刊『小泉八雲論 研究と資料』に広瀬朝光島
根大学助教授（当時）による「小泉八雲「ブラウニング研究」と芥川「藪の中」との関連性」
という論考がある。これにはハーンの「ブラウニング研究」が芥川龍之介に影響を与えていた
ことと、芥川の「藪の中」との関連性が論じられている。さらに、芥川がハーンの 
Interpretations of Literature と Appreciations of Poetry に接していたことも示されている
（128－131）。 
 またブラウニングという詩人についてであるが、「・・・ロマンティックな耽美主義的感情と
社会的義務感の相克は、ブラウニングにもはっきりと現れて・・・」（『イギリス文学史序説』 
351）おり、1833 年の処女作 Pauline における「この詩の語り手の病的なほどの自己耽溺の
傾向は、ブラウニングの中にあるロマン主義的体質も如実に物語るものである」（同 351）と
される。ロマン主義的な面はハーンにも認められるところである。ハーンは日本の浦島伝説を
ことのほか好んだ。それは彼の“The Dream of a Summer day”（1996）において、浦島の話
を夢想する様子、その妻節子が「思い出の記」において、ハーンが「日本のお伽噺のうちでは
『浦島太郎』が一番好きでございました」（34）と述べていること等から明らかである。周知
のように、浦島は竜宮から帰郷した際に、400 年という時の経過に直面する。ロマン主義は「伝
統や慣習への反抗、形式よりも本質的な内容の尊重、時間的にも空間的にも無限定なものへの
憧れ、驚異と逆説の愛好・・・」（野中 38）等をその特徴とするが、ハーンが好んだ浦島伝
説は；時の流れが現世とは異なる竜宮、そこへ向かい至福の時を過ごす浦島、帰郷時に現実の
時間経過が襲いかかり、老いさらばえる浦島というあたりから、「時間的にも空間的にも無限定
なものへの憧れ、驚異への愛好」という面と重なるものが感じられよう。従って、浦島伝説を
好み、書き記したハーンにはロマン主義的な面を見出すことが出来よう。 
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 また、ハーンは、ケルト世界がその背景にうかがえることがしばしば指摘されてきている。
浦島伝説への彼の興味も、ケルトの伝統が色濃く残るアイルランドのオシン伝説との類似にそ
の理由の一つを求めることが出来よう（オシン伝説については、Myths & Legends of the Celtic 
Race  228-223、Celtic Myth and legend  223-226 参照。また「ハーンが浦島伝説とオシン
伝説の類似から、前者を好んだのでは」という点については、梅本順子『浦島コンプレックス
―ラフカディオ・ハーンの交友と文学』参照）。そしてハーンは、ロマン主義を代表するバイロ
ン（George Gordon Byron）をして、「多分にケルト的だ」（A History of English Literature  
464）と評している。そうしたハーンは、ケルト世界との繋がりにおいてロマン主義を包摂し
ているとみることも出来ようか。ポール・マレイ（Paul Murray）は、以下のように好古趣味
に基づいた熱烈なロマン主義がハーンにみられるとしている。 
 
   French as well as Irish romanticism had its roots nurtured by the antiquarianism 
which was so notable a feature of Irish intellectual life when Patrick Lafcadio was 
growing up in Dublin.  
        Hearn’s taste was always passionately romantic … (33) 
  
これらを鑑みるならば、ロマン主義という面から接点を有するブラウニングとハーンが浮かび
上がってくる。こうしたあたりにも、ハーンとブラウニングについて検討してみる意味が見出
されてこよう。  
またサンダース（Andrew Sanders）は、ブラウニングの代表作 The Ring and the Book に
関して 
    
The viewpoint is multiple, the effect cumulative, and the narrative line, or lines, 
require exploration rather than mere imaginative sympathy or suspension of 
disbelief. Browning (1812-89) obliges his reader to play the role of an alert 
investigating magistrate, probing confessions and impressions and sifting a weight 
of contradictory evidence. The Ring and the Book is the culmination of his long 
poetic experiment with the dramatic monologue and of his fascination with the 
establishment of ‘truth’, a truth that can be both objective and subjective, external 
and experiential. (433)  
 
と、視点の多様さがみられることを指摘する。そして真実というものは視点や見解の相違によ
って変えられてゆくものであり、真実を見抜くことは単純ではないことを、ブラウニングの特
徴とされる劇的独白を通して、この詩は示すものだと評している。 
 こうした指摘等も、本稿にて検討するハーンによるブラウニングの解説と重なる面を示して
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 いるのであって、前もって確認をしておきたい。 
 
Ⅱ 
 それでは“Studies in Browning”において、前回最後に検討した“Ivan Ivanovitch”の後
に紹介されているの“Abt Vogler”からみてゆくことにする（こうした検討に入る前に、ハー
ンがブラウニングの特徴をどのようにとらえているか確認しておく必要があるが、それについ
ては「伊野家 Persica No.39 65－66 頁」を参照）。ここでは、大音楽家であり優れた即興演
奏家であるアプト・フォーグラーが、作っても忘れられるだけでしかない音楽の儚さを嘆く様
子、自らの音楽をソロモン王が魔法で建てた宮殿と重ねる様子、また、すぐれた創作は人間の
みの技によるものではなく、神からの霊感によるのであり、それは他の芸術分野よりも音楽に
おいて明白であり、音楽家自身にとってさえ神秘的であることが語られてゆく。そして、音楽
に込められた忘れられることのない「普遍なる魂」が表明されている連が示される。ハーンは、
これを「ブラウニングの宗教のすべてが含まれているこの連は、彼の全作品中で最も美しいも
のだ」（171）としている。 
 
   All we have willed or hoped or dreamed of good, shall exist:  
        Not its semblance, but itself; no beauty, nor good, nor power  
      Whose voice has gone forth, but each survives for the melodist 
        When eternity affirms the conception of an hour.  
      The high that proved too high, the heroic for earth too hard,  
        The passion that left the ground to lose itself in the sky,  
      Are music sent up to God by the lover and the bard;  
        Enough that he heard it once: we shall hear it by-and-by.  
                                 (171-172)  
 
ここにみられる“When eternity affirms the conception of an hour”「永遠がひとときの着想
を肯定してくれれば」について、ハーンは「我々が将来さらに高い生活状態に至り、我々の善
行や思想が我々とともに残っているという事実によって、それらの価値が証明されるのを知る
時には、という意味である」（172）と解している。そして、邪悪な行為・思想は未来に大きな
影響を与えることもあろうが、やがては衰え消えてゆく業（カルマ）であるのに対し、あらゆ
る善行・思想は、人々が記憶するしないにかかわらず永遠なのだ、とするのがブラウニングの
考えであるとみている（172）。ここでは、ブラウニングのこうした考えを抽出しているハーン
を注目しておきたい。本稿後半部に繋がるものとなるからである。 
 また、ここでは音楽についての詩が取り上げられているが、 ハーンは、来日後の初印象を
記した Glimpses of Unfamiliar Japan において、日本国歌「君が代」を楽譜付きで紹介してい
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 る（450－451）。ここは彼の音楽に対する興味のほどもうかがえる箇所であろう。ハーンの音
楽に対する興味については「ハーンと音楽」『人生の教師ラフカディオ・ハーン』に詳説されて
いるが、ここには「ニューオーリンズ時代、ハーンのロマン主義はいちだんと旗幟鮮明にな
る・・・」（128）との指摘がみえる。   
 
  次に、ハーンは「ブラウニングは抽象的な哲学領域のみを志向するのではなく、温かい人間
性と感覚的印象への敏感さを有しており、官能的なこともあるが、その官能性は芸術的である
と同時に、つねに自然で健全である」（172）として、“In a Gondola”を紹介する。 
 ここでは、ヴェニスという町とゴンドラがどのようなものかを説明しながら、ゴンドラで逢
引をする男女が描かれた詩が示されている。そのなかでハーンは“literature of kissing”（174）
とでも呼ぶべきものの最高作といえる箇所を取り出す。 
 
   The moth’s kiss, first!  
      Kiss me as if you made believe   
      You were not sure, this eve,   
      How my face, your flower, had pursed  
      Its petals up: so, here and there  
      You brush it, till I grow aware   
      Who wants me, and wide ope I burst.  
 
      The bee’s kiss, now!  
      Kiss me as if you entered gay   
      My heart at some noonday,―  
      A bud that dares not disallow  
      The claim, so, all is rendered up,  
      And passively its shattered cup  
      Over your head to sleep I bow. (174)  
 
続けてハーンは、“The woman's mouth is flower; the lips of the man, the visiting insect.”
（174）「女の口は花であり、男の口はそれを訪れる昆虫である」ことを指摘し、ここで表現さ
れている男女の情交に用いられている比喩について説明している。同時に、それらが優れた文
芸の域に達していると評価もしている（174－175）。 
 “In a Gondola”の解説を終えるにあたって、ハーンは、ここで登場させているカップルの
男の言葉を引用しながら、「これはヴェネチア派の流儀に倣って描かれた絵である」（175）と
述べ、「ブラウニングの単に美術的能力についてならば、右にあげてきた例で今のところは十分
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 だろう」（176）と締めくくってゆく。このあたりからも感じられるところであるが、“Abt Vogler”
と“In a Gondola”という 2 作品の紹介と解説を通して、審美的で甘美な世界へ理解と共感を
示しているハーンが見て取れよう。コット（Jonathan Cott）は、シンシナティにいた 1877 年
頃のハーンが、フランスロマン派作家テオフィル・ゴーチエ（Théophile Gautier）へ傾倒する
様子を記している。 
 
         Feeling increasingly disengaged from his journalistic duties, Lafacdio turned to 
translating some short stories of the French romantic writer Théophile Gautier 
(1811-1872). …  
         Most of all, Gautier revealed to the loveless Lafcadio a world of bewitching and 
erotic female presences: … (110-111).    
 
官能的世界への誘いをハーンが感じてゆくのは、このあたりからといえるかもしないが、ここ
にもロマン主義と重なるハーンがみられる。 
 では、続いて紹介されてゆく“A Grammarian’s Funeral”「ある文法学者の葬儀」はどうで
あろうか。これは厳格な学究生活を送った学者の遺骸を、その教え子たちが彼の葬儀を行うべ
く中世城砦都市の頂に運ぶ様子を謳った詩である。ハーンは、当時彼の講義を受講した学生達
に欧州における中世城塞都市の構造を説明するとともに、「この詩の哲学は、青年のそれではあ
るが、たいそう気高く力強いものだ」（176）とし、学究の道を邁進した学者の姿が描かれた詩
にふれる。 
 
   He said,“What’s Time? Leave Now for dogs and apes!   
            Man has Forever.”   
   Back to his books then; deeper drooped his head:   
            Calculus racked him:   
      Leaden before, his eyes grew dross of lead:   
            Tussis attacked him. 
 
. . .        
 
      So, with the throttling hands of death at strife,  
            Ground he at grammar;   
      Still, through the rattle, parts of speech were rife;   
            While he could stammer   
      He settled Hoti’s business―let it be!―  
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             Properly based Oun―   
      Gave us the doctrine of the enclitic De,  
            Dead from the waist down. (179)  
 
こうした箇所について、ハーンは次のように述べる。この学者が「晩年になって、最後の学生
達が見た師は、年老い、禿頭で、視力も弱っていた―しかし彼は、自ら休息はとろうしなかっ
た。死を感じながらも、日夜研究を続け、その当時ある限りの本を読み、全ての本を読破して
から『さあ、真の研究は端緒についたばかりだ。材料はこの手にある。それを用いるのだ』と
語るのであった。病の時も健康の時も違いはなかった。彼は現世を、単に永遠の始まりと考え
ていたのだ」（179）と。 
 また、hotiはギリシャ語で、英語の thatにあたる語であり、 ounは英語の thenあるいは now
だが、ほかに類似の意味もあること、de は前接続の場合は toward の意であるが、ギリシャ語
では英語でいう but を意味することもある。詩で用いられているのは toward を意味するギリ
シャ語の de を but を意味するギリシャ語の de から区別する規則のことである。 Calculus
は一般には「膀胱結石」であり、tussis は咳のことであることも解説されている（180）。 
 そして、この詩の最後は、学者が埋葬される城塞都市の頂に遺骸が運ばれてきた場面となり、
学者と弟子達の想いが、頂からみられる広大な天地に象徴されるかのような永遠と一体化した
様子が描かれている（180）。 
ここにおける解説の最後を、ハーンは「この見事な詩には、これ以上のコメントを加えぬま
ま、次の作品に移るのがよかろう」（180）と結んでいる。従って、“A Grammarian’s Funeral”
という詩にハーンが感銘を受けていることは、その語り口から十分に感じるとることができる
が、評価する理由については多少の推測をしてみることにしたい。 
 学者は、世俗的な欲望等には目もくれず、ひたすら学究の道に身を置く。教え子らも、そう
した師を慕い、心から敬意を示し葬儀に臨んでいる。こうした師と弟子の姿はハーンが好むと
ころのものであろう。ハーンには、自らの使命を全うし、責務を果たさんとする姿を是とする
ところがみられるからである。ハーンにはそうした面がうかがえる作品がある。“A 
Conservative”Kokoro には、近代西洋文明に染まるよりも、日本古来の伝統を守ることを自
らの使命と感じる明治初期の青年が主人公として登場するが、この作品には“Duty”の語が幾
度となく用いられており、「使命・責務・責任」を重んじようとするハーンの意識がうかがえよ
う（拙稿「L.Hearn“A Conservative”Kokoro にみる‘Duty’」参照）。“Of a Promise Kept”
A Japanese Miscellany では、義弟と再会する約束を果たすために、一日に千里を行く魂とな
るべく自害し、霊魂となってとなって義弟の前に現れる武士が描かれている。また“Jikininki”
Kwaidan では、生前物欲にとりつかれていた僧侶が、死後、死者の体や供え物を貪り食わずに
はいられない化け物である「食人鬼」という境遇に落ち、旅の僧侶に助けを乞うのである。こ
こには物欲に溺れた聖職者へ課された報いを首肯するハーンがみられる。こうしたところから、
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 “A Grammarian’s Funeral”を紹介するハーンをみるならば、彼が「学究にその使命を懸け
る師と弟子の姿や心」への共感は理解できるところである。    
 またこれら 3 作品の配列は、「音楽・恋といった甘美な世界」と「学究者が示す謹厳さ」とい
うコントラストを意識してなされているようにも思える。そうした配列をハーンが行っている
のは、ブラウニングの詩が包摂する世界の広がりや多様さを示そうとしているからでもあろう。 
 
 この後には、英雄として迎えられた男が、人々の詰りを受ける罪人として処刑されてゆく
“The Patoriot”「愛国者」という作品が紹介される。ハーンは「この詩には、わずかであるけ
れども、大変に苦い人生哲学が含まれている」（180）とコメントする。それに続いては、ハー
ンが「君主に対する忠誠心、喜ばしいことに忘恩の仕打ちを受けることがなかった忠誠心の、
崇高な見本を２，３見せてくれる」という“Cavalier Tunes”「王党員の賦」が解説される。 
 しかしこれらに続いては、「詩人は王や廷臣、貴族、君主たちのことを語る場合にさえ、しき
りに醜悪な側面を描く」（188）とし、人間の醜さを描いたブラウニングによる詩を、簡潔な解
説とともに、幾つも示してゆく。そうした理由としてハーンは 
 
      If you ask me why I have talked so much about so short a poem, the answer is that 
nearly all of Browning’s short poems mean a great deal, and force us to think and to 
talk about them. The reason is that the characters in these poems are really alive; 
they impress us exactly as living persons do, and excite our curiosity in precisely the 
same way. Accordingly, notwithstanding their many faults of construction and 
obscure English, they have something of the greatness of Shakespeare’s dramas. 
(191-192)     
 
と述べている。そして“The Ring and the Book”に目を向けてゆく。 
 
この詩は、17 世紀イタリアの実話であり、ブラウニングが偶然見つけた刑事裁判の記録をも
とにしたものである。ハーンは詩というよりも「長大な詩劇」（192）と呼ぶべき物語を以下の
ように要約している。あまりに大作であるためか、また詩におけるドラマとしての内容に重き
をおくためか、ここでは詩から引用している箇所はみられず、ハーンが要旨を述べてゆく形が
とられている。以下、ハーンによる要約を概観する。 
 1679 年頃、ローマにコンパリーニ家という夫婦二人だけの家があった。夫婦が欲しているい
くばくかの金を手にするには、法律上子供が必要であったが、この夫婦には子供がなかった。
そこで妻ヴィオランテは、身持ちの悪い女から買い取った女児を、自らの娘と偽る。このこと
は正直な夫には知らせぬまま、妻がなしたことであった。娘はポンピリアと名づけられる。か
くして夫婦は欲していた金を手にすることとなった。ハーンはこれを「悲劇の第一幕」とみる
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 （193）。   
 ポンピリアが 13 歳になった頃、悪辣な人物であるアレッツォの伯爵グウィード・フランチ
ェスキーニが、彼女の財産目あてに、地位や権力を用いてポンピリアと結婚する。彼は、目的
を果たすや彼女の両親を追い出す。ハーンはここを「悲劇の第二幕」とする（194）。 
 当然のこととして、激怒したヴィオランテは、夫にポンピリアは実の子ではないことを告げ
る。これにより、法的局面に変化が生じる。夫コンパリーニは「あなたは娘と金を我が物とし
たが、娘は我々の実子ではなかった。従って金も娘のものとはならない。虚偽により得た金は
政府に返還されなければならない」と伯爵に迫る。これを「悲劇の第三幕」とハーンはみる（194）。 
 狡猾な伯爵は、ポンピリアが姦通を犯せば、彼女を殺害、追放しても、その財産は自分の手
に残ることを知る。そこで、彼女に対し様々な誘惑を試みるが、ポンピリアの純粋さは、それ
にのらない。すると今度は、幾多の手段で彼女を痛めつけ、保護を求めさせる。司祭、司教、
尼僧らは伯爵を恐れており、彼女を助けようとしない。そうしたなかで、ある勇気ある司祭ジ
ュセッペ・カポンサッキが彼女を助けようと二人で逃亡を図るが、伯爵の手により捕らえられ
る。しかし、この司祭は強く抵抗し、教会が二人を逮捕することとなり、ポンピリアは尼僧院
に保護される。司祭は姦通の罪に問われることはなかったが、良き目的のためとはいえ、教会
の法を破ったため一定期間の追放を宣告される。ハーンは、これを「悲劇の第四幕」としてい
る（194－196）。 
 そうした経緯のなか、ポンピリアが伯爵の子を生む。伯爵は彼女を亡き者にしようと殺し屋
を使い、ポンピリアは短剣で 22 回刺される。だが彼女は、警官に事の顚末を語るまで生きな
がらえる。そして伯爵と殺し屋は投獄される。これが「悲劇の第五幕」とされる。（196） 
 この後、伯爵側の有力者らは連携し、ポンピリアに姦通があったかのように訴えてゆくが、
裁判所はそれを認めない。彼らは教皇に哀訴する。しかし、善人で明敏な教皇は証拠を吟味し、
ポンピリアの無垢と彼女を助けた司祭の無実と勇気を確信する。教皇は伯爵を処刑するよう命
ずる。ここにおいて公正な裁きがなされるが、教皇の知らぬところで、ポンピリアにかかわる
金は、尼僧院に恥ずべき方法で所持されていることも示される（196－197）。 
 ハーンは上記要約に加えて、１２の部分に分けられているこの詩について、各部における主
題を簡潔に述べてゆく。そこには、事件について正しい見方を為していない当時のローマ世論、
伯爵が行う自己弁護が正当なものに聞こえる様子、ポンピリアが狡猾で邪悪な女と見られてし
まうこと、裁判に関与するも、臆病と私利私欲のため真実を恐れ、嘘を語る法律家達、性格研
究を極めた教皇によって示される真実等が解説されてゆく（198－200）。 
 
 “The Ring and the Book”を上記のように紹介した後、ハーンは、この長大な詩について、
二百年前の事件をもとにして、9 人ないし 10 人の全く異なった人物研究を成し遂げている作品
であり、“To create these was almost as wonderful as to call the dead of two hundred years 
ago out of their graves, a veritable necromancy.”（201）と述べ、死者を墓から蘇らせる、ま
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 さしく「死者と交霊する」ことにほかならないと驚嘆の意を示す。「死者と交霊する」という言
い方はハーンらしい表現であるが、続いて、そこにみられる高度な哲学的教訓を以下のように
検討する。 
 ハーンは、この世における多くの出来事は、「事件が裁かれる法廷においても、真実が必ず明
らかになるとは限らない」のであり、「人間の判断は必然的にとても不完全であり、事実の真実
性には疑問の余地がなくとも、動機や感情おける絶対的な真実ほど知り難いものはない」（201
－202）と述べ、この詩がどの時代や社会にもあてはまるものを含んでいることを指摘する。
さらに「ブラウニングの本は、さらにそれ以上のことを諭している」として、次のように言う。 
 
   … it shows us that in some cases, where power and crime are on one side, and 
poverty and virtue upon the other, the chances against truth being able to make 
itself heard are just about a thousand to one. Of course the world is a little better 
to-day than two hundred years ago; murder is less common, justice is less corrupt. 
But allowing for these things, the chances of a man persecuted by a rich corporation, 
without reason, perhaps with monstrous cruelty, to obtain even a hearing, would be 
scarcely better than those of Pompilia in the story of“The Ring and the Book.”(202)  
 
ここには、人間の醜さや社会矛盾といった現実を踏まえた教訓を提示しているブラウニングの
詩に対する評価とともに、ハーンの講義を受けていた学生に、「人生、社会には、善や正義であ
っても、権力がもつ悪や狡猾さに封じられてしまうという場合もあることを知っておくという
ことが、ブラウニングを学ぶ意義なのだ」とのメッセージを伝えようとする「教師ハーンの思
い」も読み取れようか。 
 次にハーンは、この詩にみられる教訓以上のものとして、「真にシェイクスピア的研究」を挙
げる。まずポンピリアの些細な言葉や思考、感情の動きといった多くの細部にみられる優しさ
が、恐ろしい苦悩を説明する彼女の話のなかに散見されるとする。教皇については、道徳判断
において恐ろしく鋭い知性の持ち主であり、善悪の発露における人間性について、精緻を極め
た研究に生涯を捧げた老人の心がそこにあるとみる。この老人が、絶望的なほど混乱した証拠、
混乱していないものはポンピリアに不利で殺人者に有利という状況、しかも殺人者は聖職者や
貴族といった有力者を味方にしているというなかで、陰謀の全容を看破してゆく。ハーンは、
この老人の性格から得られる教訓として 
 
   I think it is this, that a pure nature obtains, simply by reason of its unselfishness 
and purity, certain classes of perceptions that very cunning minds never can obtain. 
Very cunning people are peculiarly apt to make false judgments, because they are 
particularly in the habit of looking for selfish motives. They judge other hearts by 
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 their own. A pure nature does not do this; it considers the motive in the last rather 
than the first place, preferring to judge kindly so long as the evidence allows it. 
Intellectual training cannot always compensate for purity of character. (203)  
 
と「狡猾・利己心にとらわれず、純粋であることの尊さ」を指摘している。 
 ハーンは、伯爵に関して、「真に邪悪な男というものは、まさにその女が善良だという理由ゆ
えに、真に善良な女を憎むにちがいない」という教訓を読み取っている。二人の法律家につい
ては、真実を暴露して敵をつくりたくないがために、私欲と虚偽に結びついた姿をみている。
そして「これは今日の世の習いでもある。そして、こうした姿は、抜け目なく利己的な現代社
交人士、すなわち、自分の利益が危機に瀕するなら、悪に直面しても全く勇気を奮うことが出
来ない人間の感情と同じなのである」としている。対照的に、ポンピリアを助ける高潔な司祭
カポンサッキであるが、彼は正しい行いをなすにもかかわらず潰されてゆく。教皇ですら、気
高い行為を行ったがゆえに、彼を処罰せざるを得ない。ハーンは「これは、この作品の道徳的
諸問題の一つである」として次のように述べる。 
 
The man who wants to do the right, and cannot do right except by disobedience to 
law, may be loved for doing right, but he must be punished nevertheless for breaking 
the law. Does this mean that he is punished for doing right? I think we should not 
look at it in that way. The truth is that the observance of discipline must be insisted 
upon even in exceptional cases, because it regards the happiness of millions. We 
cannot allow men to decide for themselves when discipline should be broken. 
Caponsacchi is thus a martyr in the cause of individual justice. He has to pay, justly, 
the penalty of setting a dangerous example to thousands of others. But he is not on 
that account less estimable and lovable, and even the Pope, in punishing him, gives 
him words of warm praise. (204)   
  
ここには、「社会的な存在である人間についての組織、正義、規範といった面と、そこに生きる
人間の意識、心情、モラル等の困難な諸問題」について問いかけるブラウニングがみえる。そ
れに加えて、倫理観が強かったとされるハーンという人物が看取されるところといえようか。 
 
 こうして“The Ring and the Book”を考察したハーンは「人間の性格を読みとるには大変
な能力を備えなければならないが、人間の本性に精通することは、物語を語る最上の方法であ
り、これはブラウニングの発明した新しい方法といえよう」（204）と述べる。そうした人間の
「性格研究」がみられるブラウニングの作品を、さらに幾つか紹介する。そして「ブラウニン
グの作品と生涯の全目的は、人々に、人間の性格というものがいかに驚嘆すべきものであり、
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 どれほど複雑で、理解し難いものであるかを示すこと―従って、あらゆる研究のなかで最も必
要なのは人間の本性の研究であることを示すことであった」（210）と説く。さらに  
 
   He is especially the poet of character, the only one who has taught us, since 
Shakespeare’s time, what real men and women are, how different each from every 
other, how unclassifiable according to any general rule, how differently noble at their 
best, how differently wicked at their worst, how altogether marvelous and infinitely 
interesting. His mission has been the mission of a great dramatic psychologist. (210) 
 
と解して、ブラウニングの特質はシェイクスピアに匹敵すると評価する。最後に「人間の性格
を描いた偉大な詩人であり、しかも一時代や場所や国の性格ではなく、彼が学ぶことが出来た
あらゆる時代、場所、人々の性格を描いた」（210）詩人がブラウニングであるとハーンは締め
括っている。  
 
 なお最初にふれたように、「小泉八雲「ブラウニング研究」と芥川「藪の中」との関連性」と
いう論考がある。これは芥川龍之介の「藪の中」にハーンによる“Studies in Browning”、特
に“The Ring and the Book”が影響しているのではないかとの指摘を行っているものである。 
「藪の中」は次のような話である。殺害された武士の死骸が、藪の中でみつかる。それを発
見した木樵り、証人としての旅法師、容疑者を捕えた放免（検非違使の下役人）、殺された武士
の姑である媼、容疑者多襄丸、殺された武士の妻、これらの者たちが供述、証言を行う。しか
し本当の真実はそこにはない。最後に「巫女の口を借りたる死霊の物語」として、殺された武
士が霊となって事実を語り、ようやく真実が示される。そして各人の口上からは、欲望、虚栄、
偏見、自己愛等が垣間見える様子が描かれている。 
従って、「藪の中」は“The Ring and the Book”を短縮したかに思える作品となっており、
同論考における指摘は概ね首肯できるものといえよう。さらに「巫女の口を借りたる死霊の物
語」として、死者が真実を告げてゆくあたりは、怪談を好んだハーンとの関連においてみると
興味深いところである。先にみたように、ハーンも“The Ring and the Book”について、「二
百年前の事件をもとに、9 人から 10 人の人間研究を行っているこの作品は、墓場から死人を蘇
らせる『死者との交霊』がなされているかのようだ」と言っているのである。 
 
Ⅲ  
 ここまで“Studies of Browning”における“Abt Vogler”以降をみてきたが、様々な人間の
本性や性格を描いたブラウニングを高く評価するハーンが認められた。特に「人間の性格、本
性」に関するブラウニングの洞察力をして、シェイクピアに匹敵する詩人ともいえるのではな
いかという最大級の賛辞を送っている。そしてブラウニングは、音楽、恋人たちの情交、芸術
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 といった審美的かつ甘美な世界、身を削ぐような学究生活に生涯を捧げた学者の謹厳さ、さら
には、人間の邪悪さが渦巻く現実社会と純粋な人間、真実、モラル、規範等の困難な問題とい
ったものも描いていた。よって、ハーンによるブラウニング研究からも、本稿の最初にみた「ロ
マンティックな耽美主義的感情と社会的義務感の相克」といったものが認められよう。 
 ハーンは、ブラウニングのこうした面に注目し、評価していた。「人間の性格、本性」、しか
も「狡猾で邪悪な人間性」に洞察の目を向けているのがブラウニングの世界であった。では、
それに重なるものを感じさせる作品がハーンにみられないであろうか。ここでは、ハーンの
“The Red Bridal”Out of the East（1996）に目を向けてみることにしたい。 
 これは、幼馴染みの太郎とおよしが、成長するにつれ愛し合うようになるが、結ばれること
が叶わぬと知った時、敷設されたばかりの鉄道で心中するという話である。二人が結ばれない
のは、およしの継母「お玉」が、およしを嫁に求める悪辣な老人から出来る限りの財をせしめ、
そのうえでおよしを老人に嫁がせようとしたためであった。この「お玉」という人間について、
ハーンは詳しい描写を行っている。彼女は、農家の出で、色は浅黒かったが、器量、体格もよ
く、働き者であった。読み書きは出来なかったが、およしの家（宮原家）に入ると、切り盛り
に才を発揮する。 
 
   She knew her husband’s interests better than he, took charge of everything, and 
managed his affairs with such tact that in less than two years she had doubled his 
income. Evidently, Miyahara had got a wife who was going to make him rich. As a 
step-mother she bore herself rather kindly, even after the birth of her first boy. 
O-yoshi was well cared for, and regularly sent to school. (254)  
 
ここには商才に長け、継母として宮原の家に入った後、自分の子が生まれてもおよしの面倒を
よくみている「お玉」がみられる。しかし「お玉」は無学ではあったが、一筋縄でいくような
女ではなかった。 
 
   She had never loved her step-daughter, but was much too intelligent to be cruel to 
her without reason. Moreover, O-yoshi was far from being in her way. O-yoshi was a 
faithful worker, obedient, sweet-tempered, and very useful in the house. But the 
same cool shrewdness that discerned O-yoshi’s merits also estimated the girl’s value 
in the marriage market. (261)   
 
「お玉」がおよしにつらく当たることがなかったのは、ここに読めるように、理由もなくそう
することの無意味さを知っていたからであった。そしておよしの結婚市場における価値を冷た
い計算高さでもって測っていた。そうしたところに、岡崎弥一郎という裕福ではあるが悪辣な
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 老人が、およしを目にとめる。およしを嫁にという彼に対して、「お玉」は、「およしを嫁にや
ってもいいが、容易な条件でというわけにはいかない。最初の申し出を拒絶すれば、その後の
出方で本心の程が知れるだろう。真にほれ込んでいることが分かれば、この辺りで誰も出来な
いほどの支度金を出させることも可能だろう。肝心なのは岡崎老人の執心の程を見極めること
で、その間およしに悟られぬようにすることだ。口の堅さが評判の仲人から、それがもれるこ
とはないだろう」（262）と考えを巡らせる。 
 こうしたあたりに「お玉」という人間の打算的性格や狡賢さは十分にみてとれるが、彼女は
さらに策を弄する。 
  
   Then she taught her husband his rôle. Pending negotiations, the visits of Tarō were 
to be encouraged. The linking of the pair for each other was a mere cobweb of 
sentiment that could be brushed out of existence at the required moment; and 
meantime it was to be made use of. That Okazaki should hear of a likely young rival 
might hasten desirable conclusions. (263)  
 
このように太郎をあえておよしと会わせることによって、岡崎老人の焦りを誘おうと図ろうと
さえしており、非常に狡猾な様子がうかがえる。そして、岡崎側の求婚を「呆れてものも言え
ないという風に、即座に断ってしまう」（264）のである。その結果、事は「お玉」の思い通り
に運び、岡崎は増額した金額と低姿勢でもって懇願をしてくる。ハーンは、こうした策を講じ
た「お玉」について 
 
   Her plan of campaign was not complicated, but it was founded upon a deep 
instinctive knowledge of the uglier side of human nature; and she felt sure of success. 
Promises were for fools; legal contracts involving conditions were traps for the simple. 
Okazaki should yield up no small portion of his property before obtaining O-yoshi. 
(265)        
 
と、「人間本性の醜悪な面を本能的に知った者が、為すところのもの」とみる。さらに「お玉は
とても利口な女であった。大きな失敗をしたこともなかった。より弱い者につけこんで人生を
上手く渡ってゆける才能を見事にもった人間の一人であった。辛抱、狡さ、抜け目のない直感、
俊敏な先見の明、けちに近い節約といった農民先祖全ての経験が、無学な女の頭脳に集約され
完全な機械となっていた」（270）と述べている。 
 この後、零落した士族を軽蔑する「お玉」の考えが語られるが、上記のような資質をもつ「お
玉」であっても、見抜くことが出来ないおよしの性質も示されてゆく。それは、およしが士族
であった実母から受け継いだ精神であり、「心深くに秘められた道義上の悪に対する敏感さ、冒
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 し難い自尊心、いかなる肉体的苦痛にも屈しない魂の奥にある意志力」（272）であった。これ
らを持ったおよしは、表面上は不服な様子もみせず親の勧めに従う旨を述べる。その態度に「お
玉」は、縁組についての経緯等を話して聞かせる。およしは、残酷かつ破廉恥の限りを尽くし
たやり取りがなされたこと、道義に無感覚な継母に衝撃を覚えながらも、次のような意識を感
じ取ってゆく。 
 
   But almost as quickly there rushed to her consciousness an equally complete sense of 
the need of courage and strength to face the worst, and of subtlety to cope with 
strong cunning. It was then she smiled. And as she smiled, her young will became 
steel, of the sort that severs iron without turning edge. She knew at once exactly 
what to do,―her samurai blood told her that; and she plotted only to gain the time 
and the chance. (274)  
 
狡知と不義に対するある決意を固めたおよしの目の輝きを、「お玉」は「金持ちとの結婚が利益
になることに気付いたおよしの満足感」ととらえてしまう。誇りと愛を守り、貫くためには死
をも辞さず、太郎と心中する決意をしたおよしの心を、「お玉」は見抜くことが出来なかった。
そして、およしと太郎は急行列車にその身を切り裂かれてゆく。 
“The Red Bridal”では、「お玉」という人間について「性格・本性」という面から、ハーン
は詳しく描いている。しかもそこに示されるものは「打算的で狡猾極まりない性質」であった。
「お玉」は実生活では多くのことを如才なくやってのけることが出来る人物であるが、それは
「計算高く、狡賢い資質」によるものであった。そして、「お玉」はおよしの心深くに根付く「純
粋で誇り高い魂」に気付くことが出来ず、岡崎老人との婚礼により利を得るという企てを失う
こととなる。こうしたところからは、本稿でみた“Studies in Browning”（203）における「狡
猾な人間は、利己的な動機で人をみることが習性となっているために、誤った判断を犯す傾向
がある」というハーンの見方が伝わってくる。 
ここにはブラウニング同様、「人間の性格・性質・本性」しかも「狡猾・利己的・打算的な人
間の悪しき資質」について描き、人間というものを考察しようとするハーンが認められよう。
そして、人間には悪しき部分が存在し、それが実世界で力を振るうことを認めながらも、最後
には「純粋さ、高潔さ」といった人間の善、気高さが、邪悪なものを凌駕し、後世に受け継が
れてゆく様が語られてゆく。“The Red Bridal”においても、死を決意したおよしは「すでに勝
利を強く確信したがために、笑い声をこらえるのに懸命であった」（274）とされている。最終
章では、村人らが、二人を葬った夫婦塚に祈りを捧げる様子、恋人達が霊験あらたかな同情と
助力を祈願する様子が記されている（279）。 
 この作品が収められた Out of the East は 1895 年（明治 28 年）に出版されており、ハーン
が東京大学で英文学を講じる以前でもあるから、ハーンが執筆に際してブラウニングをどれだ
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 け意識していたか明言することは困難であろう。しかし、“The Red Bridal”における「人間の
性質」についての描写、記述は、ハーンがそうした面に強く意識を向けていたことをうかがわ
せるものである。そうしたハーンなればこそ、本稿でみてきたように「人間の性格」を描き、
そこに様々な教訓を盛り込んだブラウニングに共感し、評価をしたのであろう。 
ハーンがアメリカで新聞記者をしていたことは周知のところであり、彼にはジャーナリスト
として日本社会を取材した一面もあったはずである。同時に、社会現象や事実を記者の目で捉
えるだけではなく、そこに生きる人間の姿や心をとらえ、描くことが出来たところにハーンの
真骨頂があるように思える。“The Red Bridal”も、鉄道での心中という事件を物語として書き
上げているのであり、ハーンのそうしたところがうかがえる作品となっているとみることが出
来よう。 
 
今述べたことに関連して、もう一つハーンによる作品“A Living God”（1896）も取り上げ
てみたい。2011 年、東北地方が地震と津波による未曾有の災害にみまわれたが、当作品は「災
害と文学」という点からも注目すべき作品といえる。これは、津波の襲来を察知した村長が、
彼の全財産ともいうべき出荷をまっている稲むらに火をつけ、村人の注意を惹く。そして高台
にある彼の屋敷に村人が集まるようにし、津波から村人を救う。村長は財産を失うが、村人が
無事であることを喜ぶ。村人もその恩を忘れず、神社を建て、村長の名から「濱口大明神」の
金文字を記した額を掲げたという話である。 
 ここには、ジャーナリストとして、地震や津波といった日本という国の特質に目を向けるハ
ーンとともに、災害発生と被害という事実のみではなく、そこに生きる人間と「人間性」にも
心を寄せるハーンがみられようかと思う。 
 
Ⅳ 
 本稿では、“Studies in Browning”におけるハーンの解説を通して、ハーンの如何なる面が
うかがえるかを検討してきた。そこには、甘美な世界や謹厳さ、純粋さのみならず「人間の性
質、しかも狡猾さや残酷さといった悪しき面」に目を向け、そこから真実に迫ろうとするブラ
ウニングとハーンをみることが出来た。そして、ブラウニングにはロマン主義への傾倒が認め
られることは、本稿最初においてみた通りである。またハーンにもロマン主義志向は散見され
るところであった。 
「ロマン主義とは何かと問うことは、人生とは何か、文学とは何かを問うことに等しい。そ
れは定義の問題ではなく、人それぞれの態度の、実践の、体験の問題であって、各人各様のロ
マン主義観があってもおかしくない」（上島 619）ともされ、その定義・範疇を規定すること
は難事であろう。さりながら、特徴として、本稿最初に確認した「伝統や慣習への反抗、形式
よりも本質的な内容の尊重、時間的にも空間的にも無限定なものへの憧れ、驚異と逆説の愛
好・・・」（野中 38）等を挙げることが出来よう。 
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  そうしたロマン主義的観点からみるならば、ブラウニングの詩は、「独白（モノローグ）」と
いう第一人称で書かれる手法がとられ、ハーンをして「修辞法や配列のあらゆる規則が破られ
る傾向にある」と言わしめる表現を使いていた。そして、「冠詞、前置詞、動詞を出来る限り省
略する言葉の圧縮」がなされ、「電信英語（telegraph language）」で書かれているとされるも
のである（「伊野家 Persica No.39」 65－66 頁）。従って、彼の詩には、表現形式において「伝
統や慣習への反抗」と言う面が認められようし、“Abt Vogler”においては、即興作曲家による
音楽から、古代ソロモン王の宮殿を想起し、それと重ねるあたりからは、「時間的にも空間的に
も無限定なものへの憧れ」が伝わってくる。また“The Ring and the Book”では、ある事件
と裁判において、表面的なところから行われる見方（当時のローマ世論）、伯爵の口上が正当で
ポンピリアが悪しき人間に思えてしまう様子、臆病と私利私欲のために真実に迫ろうとしない
法律家、そして最後には、善と正義の教皇による公正な裁きによって、ポンピリアの純粋さが
示される様がみられた。ここには、「表面的な事象にとらわれていては真実を見抜くことは出来
ない。真実に至るためには、表面的な事象や形式に拘泥していてはならない。それを超える純
粋さ、高潔さこそ尊いのだ」という思想がうかがえる。良き行いを為したにもかかわらず、法
による処罰を受ける司祭カポンサッキに、教皇が暖かい賞賛の言葉をかけてやるところにも、
そうしたことは感じられるであろう。こうしたところから「現実的な規範・法、実定法」より
も「真実の法理、全てを見通した教皇を通して伝わってくる神の意思」とでもいうべきものが
認められ、「形式よりも本質的な内容の尊重、・・・無限定なものへの憧れ」に繋がるロマン主
義的要素が看取される。 
 このようにみてくると、ブラウニングにとって真実に至る道は、表層的な論理や知識、限ら
れた経験等ではなく、純粋にして高潔な心・魂ということになろう。“A Grammarian’s 
Funeral”の学者は「知識」を追い求めたかにみえる。しかし、彼に世俗的な欲望や狡猾さは
一切なく、学究の道における真実・真理に邁進したのであった。彼の遺骸が城塞都市頂に運ば
れ、そこに広がる天地と一体化するかのごとき場面は、彼が求めた永遠即ち真実と学者の魂が
同化したかに思われる。そこには純粋にして高潔な心・魂がみてとれるのである。そして、純
粋にして高潔な心・魂とともにそれらがみられる世界を描くために、「学者の遺骸と彼の思いが、
頂において、天地と一体化するかのごとき場面」を通して「・・・空間的に無限定なものへの
憧れ、驚異・・・の愛好」といったロマン主義的な要素が組み入れられていると解することが
出来ようか。 
 
 またハーンも“The Red Bridal”において、純粋にして高潔な心・魂が打算的で狡猾な人間
を凌駕する話を書いている。牧野陽子は、およしと太郎が出会った日と心中がなされる日が、
ともに「季節は秋、青空に太陽の白い光が満ちていた」という情景に注目し、心中に至る経緯
の創作を「幼年期の回復」というテーマに見出したとしている（147－149）。こう解するなら
ば「およしと太郎が、幼年期へ時を遡行しようとする」ところがみられることになる。また、
－28－
Persica, March 2015 No. 42 
 およしは列車に轢かれる刹那、「これからは、二世も、三世も、私はあなたの妻、あなたは私の
夫、太郎様」（278）と囁くが、ここには「時を越えた愛と誓い」がみられる。こうしたあたり
から、「時間的にも空間的にも無限定なものへの憧れ」というロマン主義的要素をみることが出
来よう。さらに、ロマン主義については、 
 
   また幼年期にまつわるイメージをめぐっても、古典主義の詩人たちが、子供はあくまで
未熟なもので、大人へと成長する過程にすぎず、その動物的本能の部分を文明の中で教
化してゆく必要があると考えたのに対し、逆にロマン派の詩人たちが子供を神聖で純粋
な存在として捉え、大人こそ子供から学ばねばならないと説いているのは、こうした両
者の基本的な芸術観の相違を表すものであろう。（勝山 198） 
 
といった解説もみられる。よって当作品の「幼年期の回復」という点に、ロマン主義的な面を
みることも出来よう。さらに、およしと太郎二人にとっての真実、愛を貫くためには死をも辞
さない姿も、「形式よりも本質的な内容の尊重」に繋がるものを感じさせるように思われる。 
さらに先にみた“A Living God”は、自分の財を投げうって村人を救う人物が描かれている
のであり、やはり純粋にして高潔な心・魂が伝わってくる。平川佑弘は、ハーンが当作品を書
く契機となった出来事における事実として、村長のモデルになった人物の家について「豪族の
濱口家はこの津波で全財産を失うような家ではなかった。しかし小説中と違って濱口の邸は大
地の上ではなく低い低地の聚落の中にあったから、そこでは被害も受けたことであろう」（167）
とみている。また「濱口大明神」を祀った神社も建たなかったのであり、そのあたりはハーン
好みのフィクションであったと指摘している（170）。 
 しかし、新聞記者でもあったハーンであるが、事実を伝えるだけではなく、そこにみられる
人間や人間性を描き、そこから真実に迫ろうとしたのがハーンという人物であったこと先に述
べた通りである。よって“A Living God”においても、地震、津波といった災害時における事
実にアレンジを加え、人間と人間性について真実を示そうとしたと解することが出来るであろ
う。平川も「作中でハーンは主題の統一の必要から事実を曲げたが、しかしそれは日本人の心
性の真実を伝えるための工夫（アート）であった」（170）と述べている。 
 このように、事実だけでなく、自らのフィクションも加えながら、「日本人の心性における真
実」を伝えようとしたところにロマン主義的なものをみることは出来ないであろうか。即ち、
事実からのみでは、人間の性質や本性に迫り、人間の真実を見出すことはできない。より劇的
な状況や場面を設定し、人間性や本性についてもより劇的に描かれてこそ、そこにおける真実
もまた劇的に浮かび上がるという思想である。そして、「事実から真実へという途」は、ロマン
主義の要素である「形式から本質的な内容の尊重」に重なるとみることが出来るのではなかろ
うか。同作品における津波襲来の場面について、平川は「ハーンの『＊通り様に大地の腸をひ
きちぎって行った』という描写は、趣味においてロマン派である作者が、津波をいわば怪獣と
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 して描いた・・・」（168）とも解している（＊平川が引用しているこの箇所であるが、ハーン
は、“A Living God”pp.24-25 において、“It drew back roaring, and tearing out the bowels of 
the land as it went.”と記している）。 
 
 以上みてきたように、“Studies in Browning”を介してハーンを考えてみるならば、ブラウ
ニングによる人間の狡猾さや邪悪を考察しながら、純粋で高潔な人間性がそれらを凌駕してゆ
く様をロマン主義的記述や描写をもって表現した彼の詩に賛辞と共感を示したハーンが見て取
れる。ハーン自身にも、打算的で狡賢い人間に、気高く純粋な心が真実を示す物語がみられた。
またフィクションを用いて、事実から真実へ向かおうする作品もあり、そこにハーンのロマン
主義的な一面がまたみられるということになろうか。   
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